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① 第203回国会における菅内閣総理大臣所信表明演説（抜粋）
第204回国会における菅内閣総理大臣施政方針演説（抜粋)
令和2年10月16日（金）野上大臣会見発言（抜粋）
令和2年11月10日（火）衆議院農林水産委員会野上大臣発言（抜粋）
令和3年3月9日（火）衆議院農林水産委員会 野上大臣所信表明演説（抜粋）

② ｢みどりの食料システム戦略｣の検討会概要（準備会合～第６回）



① 第203回国会における菅内閣総理大臣所信表明演説（抜粋）
第204回国会における菅内閣総理大臣施政方針演説（抜粋)
令和2年10月16日（金）野上大臣会見発言（抜粋）
令和2年11月10日（火）衆議院農林水産委員会野上大臣発言（抜粋）
令和3年3月9日（火）衆議院農林水産委員会 野上大臣所信表明演説（抜粋）

56



菅政権では、成長戦略の柱に経済と環境の好循環を掲げて、グリーン社会の実現に最大
限注力して参ります。我が国は、2050年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロに
する、すなわち2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すことを、ここに
宣言いたします。もはや、温暖化への対応は経済成長の制約ではありません。積極的に温
暖化対策を行うことが、産業構造や経済社会の変革をもたらし、大きな成長につながると
いう発想の転換が必要です。
鍵となるのは、次世代型太陽電池、カーボンリサイクルをはじめとした、革新的なイノ

ベーションです。実用化を見据えた研究開発を加速度的に促進します。規制改革などの政
策を総動員し、グリーン投資の更なる普及を進めるとともに、脱炭素社会の実現に向けて、
国と地方で検討を行う新たな場を創設するなど、総力を挙げて取り組みます。環境関連分
野のデジタル化により、効率的、効果的にグリーン化を進めていきます。世界のグリーン
産業をけん引し、経済と環境の好循環をつくり出してまいります。
省エネルギーを徹底し、再生可能エネルギーを最大限導入するとともに、安全最優先で

原子力政策を進めることで、安定的なエネルギー供給を確立します。長年続けてきた石炭
火力発電に対する政策を抜本的に転換します。

令和２年10月26日（月）
第203回国会における菅内閣総理大臣所信表明演説（抜粋）
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2050年カーボンニュートラルを宣言しました。もはや環境対策は経済の制約ではなく、社
会経済を大きく変革し、投資を促し、生産性を向上させ、産業構造の大転換と力強い成長
を生み出す、その鍵となるものです。まずは、政府が環境投資で大胆な一歩を踏み出しま
す。
過去に例のない2兆円の基金を創設し、過去最高水準の最大10％の税額控除を行います。

次世代太陽光発電、低コストの蓄電池、カーボンリサイクルなど、野心的イノベーション
に挑戦する企業を、腰を据えて支援することで、最先端技術の開発・実用化を加速させま
す。
水素や、洋上風力など再生可能エネルギーを思い切って拡充し、送電線を増強します。

デジタル技術によりダムの発電を効率的に行います。安全最優先で原子力政策を進め、安
定的なエネルギー供給を確立します。2035年までに、新車販売で電動車100％を実現いた
します。
成長につながるカーボンプライシングにも取り組んでまいります。先行的な脱炭素地域

を創出するなど、脱炭素に向けたあらゆる主体の取組の裾野を広げていきます。CO2吸収
サイクルの早い森づくりを進めます。
世界的な流れを力に、民間企業に眠る240兆円の現預金、更には3000兆円とも言われる

海外の環境投資を呼び込みます。そのための金融市場の枠組みもつくります。グリーン成
長戦略を実現することで、2050年には年額190兆円の経済効果と大きな雇用創出が見込ま
れます。
世界に先駆けて、脱炭素社会を実現してまいります。
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令和３年１月18日（月）
第204回国会における菅内閣総理大臣施政方針演説（抜粋）



ＳＤＧｓや環境の重要性が国内外で⾼まっています。このような動きに対応し国産品への評
価向上にも繋げていくため、「みどりの⾷料システム戦略」を検討してまいります。

令和２年10月16日（金）野上大臣会見発言（抜粋）
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みどりの食料システム戦略についてであります。農林水産大臣に就任して約1か月を迎えまし
て、温暖化・⾃然災害の増加ですとか、あるいは生産者の減少・高齢化、地域コミュニティの衰
退、新型コロナの発生など、課題が⼭積していることを痛感をいたしております。今後SDGsや
環境への対応が重要となる中、農林水産業や加⼯流通を含めた、持続可能な⾷料供給システムの
構築が急務と考えております。
また、このような環境と調和した持続的な産業基盤の構築は、国産品の評価向上を通じ、輸出

拡大にもつながると考えております。農研機構で、今週、スマート農業の実証やイノベーション
の状況を視察いたしましたが、こうした施策の実装もますます重要と考えております。
このため、我が国の⾷料・農林水産業の生産性向上と、持続性の両⽴をイノベーションで実現

させるための新たな戦略として、「みどりの⾷料システム戦略」について、来年3月に中間取り
まとめを作成し、5月頃の策定を⽬指して検討することを、事務方に指⽰いたしました。

令和２年11月10日（火）衆議院農林水産委員会 野上大臣発言（抜粋）

ＳＤＧｓや環境の重要性が国内外で高まっております。このような動きに対応し、ＣＯ２ゼロ
エミッション化、化学農薬、化学肥料の削減、有機農業の面積拡大等に向け、食料、農林水産業
の生産力向上と持続性の両立をイノベーションにより実現を⽬指す、みどりの⾷料システム戦略
を本年5月までに策定いたします。

令和３年３月９日（火）
衆議院農林水産委員会 野上大臣所信表明演説（抜粋）



② ｢みどりの⾷料システム戦略｣検討会概要（準備会合～第６回）
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千葉 一裕氏  国立大学法人 東京農工大学 学長

食料供給産業の未来のあるべき姿を実現するために
自らの研究成果に基づくスタートアップ企業 (JITSUBO (株)) 
を創業。2020年 4月、東京農工大学学長に就任。 
農林水産省アグリビジネス創出事業企画審査委員、文部科学省
イノベーション創出若手研究人材養成評価作業部会委員等の
他、農林水産省が実施する「ムーンショット型農林水産研究開
発事業」のプログラムディレクターを務めている。

＜ご講演概要＞ 

○ほとんどのグローバルリスクの主役は農林水産業関連

である（自然災害、異常気象、食料危機、感染症、

人為的環境災害等）。

〇イノベーションという言葉は曖昧で様々な解釈が可能で

あるため、目標を設定し、方向性を明確に示すとともに共通認識をもって取り組むことが必

要。ケネディ大統領が「困難だからこそ 10 年以内に月に行く」とアポロ計画を発表したように、

イノベーション達成にはスピード感が重要である。

○仕事を通じて地球温暖化や食料問題への加害者になりうることを認識し、生活様式や仕事

の目標設定にまで切り込んで考えていくべき。イノベーションに画期的、飛躍的な技術開発を

期待するのみでなく、解決すべき課題に対して着実に取り組むことが、農林水産分野の躍進

につながる。

○日本は山が多く、降雨量も多く、綺麗な空気もあり、様々な条件下で農法を確立してきた。

当面は国際交渉でも日本の強み（信頼関係がある、狭さを上手く利用する等）を主張しつ

づけるべき。そもそも農業は地域の特性に左右されるものであり、画一的な指標で考えるべき

ではない。

令和２年９月９日 
検討会準備会合 マッキンゼー＆カンパニー パートナー 山田 唯人氏

アソシエイトパートナー 川西 剛史氏
持続可能な食料･農業バリューチェーンの 
創出のために ～世界のメガトレンドからの学び～
山田唯人氏 マッキンゼーの化学品・農業セクターにおける日本支社及びサステナビリティ研
究グループのアジアにおけるリーダー。グローバルメンバーと協働し、農業、食糧およびエネルギ
ーなどの資源分野の企業における長期的な成果の達成を支援 

川西剛史氏 東京電力福島原子力発電所事故調査委員会において、食品汚染や森林
汚染等を調査。最近は、農業・化学業界において、戦略立案および現場に おける実行支
援、企業の変革における組織設計・人材育成に従事。 

＜ご講演概要＞ 

○気候変動の影響について、居住性・作業性、物理資産・インフラの面でアジアは世界平均よ

りも深刻な影響を受けると予測されている。例えば気温上昇により、農業や建設業等の屋

外作業が困難又は短時間のみ可能となった場合、各国の GDPは確実に減少する。

〇世界の温室効果ガス（GHG）排出量のうち、食料システムからの排出量が占める割合は

28%と高く、削減に向けた取組が必要不可欠。気温上昇を 1.5℃に抑えるには農業分野

からの排出量を 75%削減する必要がある。 

○国産の消費を盛り上げることについては、生産者の所得を上げるという観点からは大賛成であ

る。海外に打ち勝つ価格や品質を維持するために何が必要か考えていくことが重要（コスト

ターゲティング）。

○自然災害や異常気象のリスクを把握・予測するような技術を担う人材の確保、モデリングシス

テムの作成が必要であり、政府にはその使命があると思っている。

〇持続可能な食料・農林水産業のバリューチェーンの創出は、資材調達の観点まで含めて検

討する必要がある。また、生産のみならず、消費面の対策も重要。 

令和２年９月 25日 
第１回検討会 
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